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Ⅲ．結果
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表 1．がんセルフマネジメントプログラムに関するインタビュー結果 
世代 がんセルフマネジメントプログラムに関するインタビュー結果 
30代 ・対象者を明確にしたプログラムの作成が必要 
・一般の人だけでなく、がん患者も個々にがんの捉え方が違うので、がんになって
からの状況変化に対して、どのように乗り越えるかも変わってくる 
・セルフマネジメントの解釈が多様である 
・がんとセルフマネジメントの関係をプログラムに明示したほうがよい 
・セルフマネジメントと死生観はリンケージする 
40代 ・プログラムの対象者と目的を明確にしたほうがよい 
・回復過程に沿いながら段階的にセルフマネジメントを進める 
・がん治療後の生活構築に必要な情報提供を示す 
・コミュニケーションはマネジメントの土台になる 
・がんのネガティブなイメージが社会に先行している 
・がん患者を支える仕組みが必要 
50代 ・冊子の作成意図と対象者を明確にする 
・がん罹患後の生活の再構築にはリラクゼーションが欠かせない 
・家族の理解を促すための情報提供とプログラムがあるとよい 
・プログラムは実際に実践できる内容を吟味する 
・冊子の運用と普及に医師の協力を得る 
・どの世代にも分かるように分かりやすい表現を工夫する 
60代 ・齟齬を生じないためにもカタカナ用語の表現の工夫が必要 
・いつ冊子を手に取るかタイミングが重要である 
・ライフサイクルを考慮した内容がよい 
・死生観を意識させることもプログラムに必要 
70代 ・一般の人のがんのイメージがネガティブである 
・がんと診断されることの受け止め方は個々に違う 
・セルフマネジメントプログラムで問題解決をしていく 
・ハンドブックは治療後の人を対象にしたほうが効果的である 
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